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３・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー　
久
保
山
愛

吉
氏
墓
前
祭
へ
の
取
り
組
み

静
岡
県
宗
教
者
平
和
懇
談
会

事
務
局　
小
野
和
典

　
ビ
キ
ニ
被
災
70
年

	

　
墓
前
祭
60
年
を
迎
え
て

⑴
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
被
災
の
史
実

①
１
９
５
４
年
3
月
1
日　

南
太

平
洋 

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島 

ビ
キ
ニ
環

礁
で
米
国
が
水
爆
投
下
実
験
（
名

称
〝
ブ
ラ
ボ
ー
〟）
広
島
投
下
原
爆

の
１
０
０
０
倍
。

被
爆
…
ビ
キ
ニ
島
民
、
操
業
中
の

日
本
漁
船
約
１
０
０
０
隻
（
高
知
・

静
岡
等
全
国
各
地
）。

そ
の
中
の
一
隻
…
焼
津
漁
協 

第

五
福
龍
丸　

乗
組
員
23
名
、
そ
の

内
最
年
長 

無
線
長
久
保
山
愛
吉
さ

ん
（
40
歳
）
３
月
１
日
被
爆
→
焼

津
寄
港
ま
で
の
生
々
し
い
証
言
の

数
々
→
３
月
14
日
寄
港
。
東
大
附

属
病
院
へ
→
９
月
23
日
亡
く
な
る
。

　

愛
吉
さ
ん
の
遺
言
…
「
原
水
爆

の
犠
牲
者
は
私
を
最
後
に
し
て
ほ

し
い
」　

す
ゞ
夫
人
の
証
言
…
「
こ

の
地
球
上
か
ら
一
発
残
ら
ず
核
兵

器
を
亡
く
し
て
ほ
し
い
」

＊
日
米
両
政
府
の『
ビ
キ
ニ
事
件
』

を
幕
引
き
を
巡
っ
て
の
補
償
問
題

の
中
で
の
数
々
の
誹
謗
・
中
傷
…

す
ゞ
さ
ん
、
久
保
山
家
の
い
ば
ら

の
道
。

②
ビ
キ
ニ
被
災
を
機
に
、
全
国
全

世
界
で
原
水
爆
禁
止
運
動
が
起
こ

る
。

◉
署
名
運
動
…
全
国
で
３
千
万
筆

に
も
！ 

世
界
で
は
7
億
！

◉
１
９
５
５
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
（
広
島
）（
長
崎
）
日
本
母
親
大

会◉
１
９
５
７
原
水
爆
禁
止
宗
教
者

懇
談
会
発
足

◉
１
９
６
１
第1

回
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
開
催 「
京
都
宣
言
」

◉
１
９
６
２
日
本
宗
教
者
平
和
協

議
会
（
日
本
宗
平
協
）
結
成

⑵
核
兵
器
廃
絶
を
願
い
、
愛
吉
さ

ん
の
墓
前
祭
を
勤
め
る
に
あ
た
り

◉
１
９
６
２
～
１
９
６
３
原
水
爆

禁
止
運
動
に
亀
裂
《
部
分
的
核
実

験
停
止
条
約
を
め
ぐ
り
》

◉
〝
分
裂
の
策
動
〟
の
中
で
墓
前

祭
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
た
（
政
治

的
な
圧
力
）

 
 

↓

★
宗
教
者
の
立
場
か
ら
日
本
宗
平

協
が
主
張
し
た
こ
と

核
兵
器
廃
絶
・
平
和
を
願
う
宗
教

者
の
立
場
か
ら
、
法
要
を
厳
粛
に

勤
め
る
こ
と
が
、
久
保
山
愛
吉
さ

ん
の
遺
志
を
伝
え
て
い
く
こ
と

 
 

↓

数
々
の
妨
害
を
は
ね
の
け
て
、
墓

前
祭
を
予
定
通
り
粛
々
と
執
行
で

き
た焼

津
駅
か
ら
１
０
０
０
０
人
が

墓
参
行
進
。
静
か
に
黙
々
と
弘
徳

院
境
内
へ
。
弘
徳
院
住
職
の
読
経
、

す
ゞ
さ
ん
の
参
加
。
第
一
回
の
墓

前
祭
が
多
く
の
参
加
者
の
賛
同
と

協
力
に
よ
り
挙
行
さ
れ
る

	
	

↓

以
来
60
年
、
日
本
宗
平
協
主
催
の 

久
保
山
愛
吉
墓
前
祭
が
今
も
勤
め

ら
れ
て
い
ま
す

★
『
核
』
は
「
抑
止
」
で
は
な
く

★
『
核
』
は
「
抑
止
」
で
は
な
く

「
廃
絶
」
へ
★
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

「
廃
絶
」
へ
★
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
批
准
を
日
本
政
府
に
要
請
★
愛

の
批
准
を
日
本
政
府
に
要
請
★
愛

吉
さ
ん
す
ゞ
さ
ん
の
育
て
た
バ
ラ

吉
さ
ん
す
ゞ
さ
ん
の
育
て
た
バ
ラ

を
全
国
へ
★
若
い
世
代
に
伝
え
つ

を
全
国
へ
★
若
い
世
代
に
伝
え
つ

な
げ
て
い
く
継
承
を
★
『
平
和
の

な
げ
て
い
く
継
承
を
★
『
平
和
の

祈
り
を
行
動
の
波
へ
』（
日
本
宗
平

祈
り
を
行
動
の
波
へ
』（
日
本
宗
平

協
）★
２
０
２
５
被
爆

協
）★
２
０
２
５
被
爆
8080
年（
広
島
・

年（
広
島
・

長
崎
）
と
の
連
動

長
崎
）
と
の
連
動
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ア
ピ
ー
ル
文	

１
９
５
４
年
3
月
1
日
、
太
平
洋

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ビ
キ
ニ
環
礁
で

行
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
水
爆
実
験

で
、
焼
津
を
母
港
と
す
る
マ
グ
ロ
漁

船
第
五
福
竜
丸
を
は
じ
め
、
操
業
し

て
い
た
多
く
の
日
本
漁
船
や
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
の
島
民
が
「
死
の
灰
」

を
浴
び
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
の
広
島
・
長
崎
の
原

爆
投
下
に
続
き
、
三
度
核
兵
器
の
被

害
を
被
っ
た
私
た
ち
。
日
本
宗
教
者

平
和
協
議
会
は
、『
人
類
は
核
兵
器
と

共
存
で
き
な
い
』『
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
社
会
の
実
現
を
』
と
願
い
、
被

爆
者
の
方
々
と
共
に
１
９
６
４
年
以

来
、
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の
墓
前
祭
を

開
催
し
、
世
界
に
発
信
を
続
け
て
来

ま
し
た
。

２
０
１
７
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
、

２
０
２
１
年
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁

止
条
約
は
、
現
在
、
署
名
93
ヶ
国
、

批
准
は
70
ヶ
国
に
達
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
の
開
発
・
実
験
・
製
造
・
備
蓄
・

移
譲
・
使
用
・
威
嚇
が
禁
止
さ
れ
た

の
で
す
。
一
方
で
、
被
爆
国
日
本
政

府
は
、「
核
の
な
い
世
界
」
を
世
界
に

向
け
て
発
信
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ

リ
カ
の
「
核
の
傘
」
の
も
と
、
核
保

有
維
持
の
「
核
抑
止
力
」
を
肯
定
し
、

軍
備
増
強
予
算
の
投
入
、「
安
保
関
連

３
文
書
」
に
よ
る
軍
拡
へ
の
道
を
進

め
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
2

年
を
経
過
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ

ザ
爆
撃
の
継
続
は
尊
い
い
の
ち
の
蹂

躙
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
最

優
先
課
題
は
何
か
。
そ
れ
は
、
銃
の

引
き
金
を
降
ろ
し
、
武
器
を
捨
て
、

そ
れ
ら
を
溶
か
し
て
平
和
の
鐘
に
変

え
る
こ
と
で
す
。『
兵
戈
無
用
』
の
具

現
を
図
る
こ
と
で
す
。

国
内
で
は
、
1
月
の
能
登
半
島
大

地
震
。
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
、
未
だ
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
人
々
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
珠
洲
に

原
発
を
作
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
大

き
な
教
訓
と
し
、
全
国
の
原
発
廃
炉

へ
の
動
き
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
私
の
目
の
黒
い
内
は
、（
原
発
）
廃

炉
は
無
理
。
百
年
を
要
す
る
。」（
故

早
川
篤
雄
師
）、「
原
水
爆
の
犠
牲
者

は
私
を
最
後
に
」（
久
保
山
愛
吉
さ

ん
）、「
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
間
に

一
発
残
ら
ず
核
兵
器
を
な
く
し
て
」

（
久
保
山
す
ゞ
さ
ん
）
…
そ
し
て
、
声

を
出
す
暇
も
な
く
倒
れ
亡
く
な
っ
て

い
っ
た
多
く
の
被
災
者
の
願
い
の
バ

ト
ン
は
今
私
た
ち
に
渡
さ
れ
て
い
ま

す
。愛

吉
さ
ん
、
す
ゞ
さ
ん
が
丹
精
に

育
て
た
バ
ラ
の
花
が
、
今
各
地
に
株

分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
津
か
ら
高

知
へ
渡
り
、
静
岡
へ
里
帰
り
、
そ
し

て
第
五
福
竜
丸
保
存
の
東
京
か
ら
福

島
宝
鏡
寺
へ
…
。『
戦
争
も
核
兵
器
も

原
発
も
な
い
世
界
へ
』
の
広
が
り
は
、

3
月
末
の
全
国
高
校
生
平
和
集
会
in

焼
津
と
し
て
若
い
高
校
生
た
ち
が
学

び
ま
す
。

ま
た
、
本
日
の
報
告
に
あ
っ
た
、
第

12
回ABCP

総
会
・
デ
リ
ー
宣
言
採

択
に
至
る
経
緯
の
中
で
、
日
本
セ
ン

タ
ー
か
ら
修
正
提
言
の
あ
っ
た
「
核

兵
器
禁
止
・
廃
絶
」
の
文
言
の
再
掲

が
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
歓
迎

し
ま
す
。
関
係
各
位
の
尽
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

被
災
70
年
、
墓
前
祭
60
年
の
節
目

を
迎
え
、
ま
た
、
来
年
２
０
２
５
年

の
広
島
・
長
崎
被
爆
80
年
に
向
け
て
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
願
い
を
具
体

的
な
行
動
の
波
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
再
確
認
し
、
本
日
の
宗
教
者

平
和
運
動
交
流
集
会
、
3
月
1
日
の

墓
前
祭
、
ビ
キ
ニ
デ
―
集
会
、
3
月

11
日
の
福
島
宝
鏡
寺
「
非
核
の
灯
」

式
典
、
８
月
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
成
功
へ
と
進
み
ま
し
ょ
う
。

　
２
０
２
４
年
2
月
29
日

３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
― 

日
本
宗
教
者
平
和
運
動
交
流
集
会


